
冬の大三角

秋の四辺形

　南から東にかけて見える冬の星座は、明るい星が多くにぎやかです。中でも、結んだリボンや砂
時計のように見えるオリオン座が目立ちます。オリオン座には２つの１等星ベテルギウスとリゲル
があります。リボンの結び目にあたる「三つ星」を左下にのばすと、恒星では全天一明るい、おお
いぬ座のシリウスが見えます。シリウスとこいぬ座のプロキオン、オリオン座のベテルギウスを結
ぶと、冬の大三角ができます。オリオン座の三つ星を右上にのばすと、おうし座のアルデバランや
星の集まり「すばる」が見つかります。おうし座の北側の五角形ぎょしゃ座にはカペラが目立ち、
オリオンの左側にはふたご座のカストル、ポルックスがなかよくならんでいます。
　東から北東の空には、春の星座のしし座や、ひしゃくの形の七つ星「北斗七星」が見えるように
なりました。北斗七星からは北極星を探せますよ。
　2018年１月 31日に、皆既月食が起こります。20：48 頃から欠け始め、21：51 頃から 23：08
頃にかけて、満月が地球の影にすっかり入る「皆既食」となり、日付が変わって２月１日の 0:11
頃に月食が終わります。寒い時期ですが、暖かくして、安全な場所で観察してみましょう。
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